
平成 27年７月１４日（火）、松山市内 

 

 今回の交通安全教室では、下記の内容を行いました。 

 

●ＪＡＦのシートベルトコンビンサーでの衝突体験 

  
 

●県警の交通安全教育車でのシミュレーション体験 

  
 

●警察官による講話 

  



 警察官の講話では、 

・衝突体験をしたシートベルトの重要性 

・高速道路の事故で一番多い事故 

・事故発生時からの流れ 

・高速催眠現象について 

・落下物について 

・飲酒運転について 

・違反と反則金 

・速度超過 10km／ｈの危険性 

などの内容でした。 

 

 体験・講話ともに熱心に受講していただきました。 

  

 高速安協では、会員限定によりこのような交通安全教室の申し込みを随時受

け付けています。 

 社内での交通安全教育などに、ぜひ活用してください！ 

 

 


